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会議の名称 第４回小金井市児童発達支援センター運営協議会 

事 務 局 福祉保健部自立生活支援課 

開 催 日 時 令和７年２月１２日（水） 午前１０時から 

開 催 場 所 前原暫定集会施設 １階Ａ会議室 

出 席 者 

委員 

岩田 和香  委員 古川 史子  委員 

原  咲舞  委員 佐藤 歩   委員 

森田 たか子 委員 黒澤 佳枝  委員 

三浦 朋子  委員  

小川 順弘  委員  
 

事務局 

自立生活支援課長       天野 文隆 

自立生活支援課障害福係長   大久保 圭祐 

自立生活支援課障害福祉係主事 木村 亜由美 

児童発達支援センター長    佐々木 宣子 

児童発達支援センター職員   岸野  奈美 

児童発達支援センター職員   宇佐見 翠 

傍聴の可否 可 傍 聴 者 数 ２人 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 報告事項 

⑴  令和６年１２月までの実績報告について 

⑵  令和６年第三者評価の結果について 

⑶  写真の御案内の誤送信について 

３ 令和６年度業務評価報告書について 

４ その他 

５ 閉会 
（午前１０時００分開会） 

◎会長 おはようございます。 

 ただ今より、今年度最終になるんですけれども、第４回小金井市児童発達支援センター運営

協議会を開催いたします。 

 本日の欠席委員等につきまして、事務局から御報告をお願いいたします。 

◎事務局 本日は、２名の委員から欠席の連絡が入っております。 

それから、委員１名、遅れてくるとの御連絡がございます。 

 小金井市児童発達支援センター運営協議会規則第６条におきまして、協議会は委員の２分の

１以上の者の出席がなければ会議を開催することができないと規定されておりますが、１２名
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中、委員１名が仮に欠席いたしましても現時点で８名の出席がございますので、会議が成立す

ることを御報告いたします。 

◎会長 それでは、会議に先立ちまして事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

◎事務局 配付資料の確認をさせていただきます。本日机上に配付しております資料は、第４

回小金井市児童発達支援センター運営協議会の次第、資料１としまして児童発達支援センター

運営協議会への実績報告、資料２、令和６年度第三者評価結果報告書、資料３、小金井市児童

発達支援センターきらり業務評価報告書（令和６年度）案、参考配付といたしまして第３回運

営協議会意見・提案シート、資料は以上となります。 

◎会長 それでは、次第に従いまして進行させていただきます。 

 次第の２番目、報告事項についてです。事務局から説明をお願いいたします。 

◎事務局 今回、報告事項は３点ございます。 

 １点目は令和６年１２月までの実績報告について、２点目は令和６年第三者評価の結果につ

いて、３点目は写真の御案内の誤送信についてとなっております。 

◎会長 それでは、⑴番、令和６年１２月までの実績報告について説明をお願いいたします。 

◎センター長 では、令和６年１２月までの実績報告をいたします。資料１を御覧ください。 

 初回の相談となる①の一般相談は、１７７件でした。令和５年度は１６７件でしたので、件

数にして１０件、約６％増加しています。 

 ②の専門相談は、９８２件でした。令和５年度は８９６件でしたので、件数にして８６件、

約１０％増加しております。引き続き発達に関する相談のニーズが高いと考えております。 

 次に、中ほど④から⑨について御報告いたします。 

 ④の児童発達支援事業通園と⑤放課後等デイサービスにつきましては、変更なく実施してお

ります。年度の終わりに近づき、支援の報告を行うための準備を進めております。放課後等デ

イサービスについては、件数は変わらないんですけれども、この間１名の方の利用の御辞退と

新しい方の利用が始まっております。 

 次に、⑥の保育所等訪問支援事業です。５月から訪問を開始し、昨年度と同様の実施をして

おります。訪問は２月までとし、３月は支援の報告についての面談を行う予定です。 

 ⑦の親子通園事業は、５グループ１９名でスタートし、徐々に人数が増え、１０月末には６

グループ２５名で実施しております。１１月に入り、さらに１グループをスタートさせ、１２

月は３３名となりました。 

 ⑧外来訓練事業は１６０名で、人数は昨年度よりも多くなっておりますが、出席回数自体は

やや少なくなっております。体調不良や行事に関連したお休みが多いことが影響していると考

えております。 

 次に、⑨の巡回相談事業です。保育園・幼稚園等への巡回は１２月までで通常の訪問は終了

し、１月以降に各園でまとめを行う会を実施しております。このまとめを基に、各園へ配付す

る報告書の作成をしていただきます。学童保育所への巡回は１月以降に各所へ１回ずつ巡回し、
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今年度は終了となる予定です。 

 その他の研修・講演会等につきましては、お手元に配付しました「きらきらレポート」ナン

バー１３「発音の発達を支えるために」を１２月に発行いたしました。「きらきらレポート」を

ホームページに掲載するという件は、現在内容確認を行っている最中です。 

 また、市民向け講演会を動画配信で現在実施しております。テーマは「子どもたちのいろい

ろな表現～乱暴な言葉づかい～」で、きらりの心理士が講師として行っております。１８４名

という多くの方の申込みをいただきました。 

 令和６年１２月までの実績報告は以上となります。 

◎会長 御意見、御感想等ありましたらお願いいたします。 

 活動については着実に実施されていますし、外来訓練事業以外のところでは確実に向上もし

ているなと感じたところです。「きらきらレポート」のホームページへのアップということもこ

こで話し合われた中で実施されていくということなので、よかったかなと思っております。 

 先ほどの「きらきらレポート」をアップするということなんですけれども、起案をして、内

容を作成して、所長さんとどなたが確認されるのか。 

◎センター長 最終的には私で、あとは職員が何名か確認しています。 

◎会長 きらりの職員ということですね。 

◎センター長 はい。 

◎会長 分かりました。 

 それでは、続きまして、令和６年度第三者評価の結果についての説明をお願いいたします。 

◎センター長 資料２を御覧ください。表裏に印刷していただいております。下のほうに１／

２と書いてある１ページ目のほうから御報告いたします。 

 第三者評価は、年間を通して実施いたしました。評価機関が報告書としてまとめたものの集

約された部分を今回お配りしております。 

 「事業者が特に力を入れている取り組み」という項目になります。３つ挙げていただいてお

りまして、評価項目という１－１－３のように数字が書かれている右側の内容は、もともと第

三者評価は評価項目が決められておりますので、その評価の項目のタイトルになります。 

 １－１－３のところをまず取り上げられまして、「重要な案件について、経営層（運営管理者

含む）は実情を踏まえて意思決定し、その内容を関係者に周知している」という項目の中で、

タイトル①の「職員間の意思統一を図り、子どもや保護者に一貫した支援ができるようにして

いる」というところを取り上げられました。 

 ２番目の②の部分は「非日常生活の行事を通して、スモールステップの歩みを実現させてい

る」という件、③は「事業に連絡アプリを導入し、業務の効率化と利便性を高めている」とい

うところを取り上げられました。内容としては、詳細がそれぞれに書かれております。 

 裏面を御覧ください。全体の評価講評をまとめております。 

 上段の１、２、３のほうが「特に良いと思う点」、下の「さらなる改善が望まれる点」も１、
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２、３項目挙げられております。 

 「特に良いと思う点」は、１番目として「家族支援を重視している事業所の姿勢が保護者に

も伝わっており、療育についての満足度が非常に高くなっている」、２番目が「市と運営法人が

課題を共有する運営協議会を設置しており、自治体の障害児施策の基本的な姿勢が表れている」、

３番目として「地域向けの講演会を継続的に実施して広く啓発するとともに、市や関係機関と

の連携により地域ニーズに対応できるようにしている」。 

 「さらなる改善が望まれる点」としては、１番目として「センター全体の専門職の協働を進

めることによって、療育における発達支援課程の構築に期待したい」、２番目として「現在の目

標管理制度について、より効果的な仕組みとしていくための検討を進めていくことに期待した

い」、３番目として「隣接している公立園との交流の頻度を高める等、子どもの育ち合いを保障

し合う機会を持つことに期待したい」となっております。詳しくは、それぞれ内容に書かれて

おります。報告は以上になります。よろしくお願いいたします。 

◎会長 若干時間を取りますので、お目通しをお願いいたします。 

 いかがでしょうか。内容につきましては、変更ということはできません。第三者評価からこ

ういう内容で報告が上がった、評価が上がったということですので、こういうことなのかなと

いうことで理解していただければと思います。 

 疑問点などがございましたら、ここで答えられる範囲で対応したいなと思います。感想等が

ございましたらお願いいたします。 

 では、私のほうから１つ。見させていただいて、なかなかよい評価が出ているなと思いまし

た。「特に良いと思う点」というところで、タイトル１のところでは、保護者にも姿勢が伝わっ

ているということで、保護者との連携、理解を深めるということが大事なんだということが示

されているというふうに思いました。療育への満足度も１００％ということで、高い評価。た

だ、後でも考えなければいけないことがあるんですけれども、アンケートの回収率ということ

も考えなければいけないのかなと思います。 

 それから、「事業者が特に力を入れている取り組み」ということで、職員間の意思統一を図る、

職員が一丸となっているということで言うと、よい点というところも含めて総合的に考えると

行政、関係する機関、保護者との連携が大事で、子どもに向き合っているんだなということを

感じました。 

 あとは、ペーパーレス化につながるところなんですけれども、一長一短あるのかなというと

ころも思います。メールでたくさん来て、なかなか理解を得られない場合もあったりするのか

なというようなこともありますので、その辺はまた考えていかなければいけないのかなと思い

ます。 

 それでは、続きまして、写真の御案内の誤送信についての説明をお願いいたします。 

◎センター職員 写真の御案内の誤送信の事故と再発防止について御報告いたします。 

 １月２５日の土曜日、１４時１７分に、コドモンアプリにて、本来は通園にじ組の保護者様
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宛てに送るべき写真の御案内を、誤って通園かぜ組、そら組と放課後等デイサービスを利用し

ている保護者の皆様宛てにも送信してしまいました。 

 誤送信直後に誤りに気づき、送信先の設定をにじ組の保護者様のみに修正しましたが、それ

までの１分３０秒の間はにじ組以外の方でも写真を御覧になれる状態になってしまいました。 

 にじ組の保護者の皆様には、当日電話で謝罪をしました。「気にしていません」、「大丈夫です」

というお答えをしてくださっています。 

 当日中には２名の保護者の方に連絡がつきませんでしたが、１月２７日月曜日の朝の送迎時

に直接説明し、謝罪しております。 

 設定を修正後は、通園にじ組以外の方への写真の御案内自体が削除されておりますが、状況

を把握するため、この時間帯に写真を御覧になられた方はコドモンアプリのその他の連絡に記

入し送信の御協力をお願いいたしますとお知らせ一斉配信にて送信しています。 

 当日、１月２５日から２７日にかけて分かったのは、通園の１名、放デイの９名の方が「写

真を見ました」と送信してくださいました。個別にお電話をして、おわびと、ダウンロードは

していないかの確認をしています。「違うと思ったので、お知らせだけで開けていません」や「う

ちの子が写っているかもと思ったので少し見ましたが、すぐに違うと思いましたので詳しく見

ていません」とのことで、皆さんがダウンロードしていないことを確認させていただきました。 

 通常、写真の御案内は２人で作業し、事業を担当している児童発達支援管理責任者が必ず確

認してから送信するという手順で行っておりました。事前に送信する日時を２４日の金曜日と

決め、ほかのクラスは２４日の金曜日に配信していましたが、にじ組が間に合わなかったため、

翌日決められた手順を踏まず１人で作業をしてしまったことによりこのような事故を招いてし

まいました。 

 再度同じことが起きないよう、写真を扱う際の手順を徹底し、個人情報の取扱いについては

細心の注意を払って間違いがないように管理し、安心していただけるよう職員一同取り組んで

まいります。 

◎会長 今の説明につきまして、質問等はございますか。 

 メールとかアプリとかの活用というのは本当に怖いものがあるんだなと感じています。なか

なかピンと来ない方が多いんですけれども、技術的にそこからアップロードして違うものに添

付したりとか、いろんなものがあるようですので、本当に注意をしていかなければいけないな

と。特に学校などで個人情報を扱う場合に配信については注意を払ってというところですよね。 

◎委員 送ったのは保護者の方のみで合っていますか。 

◎センター職員 はい。 

◎委員 そこに個人情報の保護がどこまでかかってくるかなというのが、すごく丁寧な対応を

していただいていてすごいなと思ったんですけれども、ホームページに上げるとかは不特定多

数の方に見られてしまいますが、通園されている保護者の方にそこで行われているほかのクラ

スの写真を送ると考えたときに、どこまでなのかなという。クラスに送るのと、全校に送るの



－６－ 

と、あまり変わらないという気はしているんですね。それが二次的に使われちゃうということ

もあるかもしれないんですけど、そもそもそういうことがないという前提で保護者の方には送

っているというので、そういうことに対してすごく丁寧に対応されているなというのがこちら

で考えている印象かなと思っております。 

 もちろん学校でもいろいろ細かく注意はして、そういうことが起こらないようにしてはいる

んですけれども、その辺は最初から許可を取って送れば、保護者に関してだけということであ

るなら問題ないかなという気はするんですが、もしかしたら事前に許諾を取る必要があるのか

なと。その辺が、せっかくのサービスという言い方はあれなんですけれども、知っていただき

たいという思いでやっているものが後ろ向きな気持ちにならないといいなと思います。 

◎センター長 よろしいでしょうか。今回は、通園事業の１クラスに送るべきところを、通園

を越えて放課後等デイサービスの保護者様宛てにも送ってしまったというところが私たちとし

てもいけない対応だったというところで、放課後等デイサービスの方には写真の提供等をして

いないというところもありますので、相当驚かれたと思うんですね。なので、その辺りは注意

しなければいけないところなので、今後気をつけたいと思っております。 

◎会長 では、続きまして次第の３、令和６年度業務評価報告書について、事務局より説明を

お願いいたします。 

◎事務局 資料３、令和６年度業務評価報告書（案）を御覧ください。 

 こちらは、例年作成しているもので、外来訓練、親子通園の利用者アンケートの結果等を集

計して掲載し、運営協議会で１年間の総括としてまとめ、成果物としているところでございま

す。 

 前回の運営協議会で御了承いただいたところですが、今年度の運営協議会における児童発達

支援センターの業務の検証については、昨年度と同様に外来訓練、親子通園事業についての利

用者アンケートの結果と、児童発達支援、放課後等デイサービス事業についても東京都福祉サ

ービス第三者評価の結果を合わせて委員間で共有することにより検証を行うこととしました。 

 また、そのような検証方法となると、委員の皆様がきらりへ行く機会がなくなることから、

希望する委員のみですが視察という形で訪問をしていただきました。この視察には、３名の委

員の方が参加されました。参加された委員の皆様、ありがとうございました。 

 それでは、内容について御説明させていただきます。 

 まず、１ページです。こちらについては、この協議会の目的等が記載してございます。 

 次に、２ページ、本年度、全４回開催した協議会がどんな内容だったかということを記載し

ております。 

 続きまして、３ページ、こちらは現在きらりで実施している事業を記載したものでございま

す。 

 ４ページは業務評価についてということで、今年度の業務の検証方法について記載しており

ます。 
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 続きまして、５ページから１１ページ目までは実際に外来訓練と親子通園事業を利用なさっ

ている保護者の方々からのアンケートの内容でございまして、昨年度からはアンケート用紙、

または電子フォームによる回答を選択できる形で周知、実施しております。 

 今年度の回答件数は、外来訓練事業が全体で４２件、うち電子フォームによる回答が３９件

でございました。親子通園事業では、全体で３件、うち電子フォームによる回答が２件でござ

います。両事業で計４５件の御回答をいただきましたが、昨年度と比較すると１８件減少とい

う結果になっております。 

 回答内容は、個人情報等を除く、軽微な誤字等を修正するという作業以外は基本的に原文の

まま記載しておりますので、こちらにつきましては御一読いただいて、きらりの業務に対する

率直な御意見として共有させていただければと思います。 

 次が、１２ページ及び１３ページになります。こちらにつきましては、利用者アンケートの

項目を、「大変満足である」から「不満である」、未記入といった項目が過去５年間でどういっ

た推移をたどっているかということをグラフにしてございます。 

 １４ページにつきましては、総括ということで、事務局の案として記載をさせていただいて

おります。今年度のきらりの業務に関してのまとめといった形になります。 

 １５ページ以降は参考資料ということで、この協議会の規則、現在の委員の皆様の名簿、最

終ページには毎回御報告申し上げている実績報告ということで、こちらは３月末までの実績を

含めて、完成後、市ホームページに掲載するという流れでございます。 

◎会長 それでは、これにつきまして、御意見等をいただきながら進めていきたいと思います。 

 確認なんですけれども、報告書の１ページから４ページまでのところでは、昨年度と大きな

変更点はありましたか。 

◎事務局 特に変更はございません。 

◎会長 ないですね。あるとすれば、協議会の内容のところが昨年度と若干違っていますけれ

ども、ここのところは間違いはありませんので、ほかのところに関しましては昨年度と同様と

いうことで大きな変更はありません。 

 では、利用者アンケートのところで、初めて目を通すという方もいらっしゃると思いますの

で、御覧になって、御意見と感想などをいただければと思います。 

 まずは、外来訓練事業のところをお目通しください。 

 ここのところは「大変満足である」というところで、高い評価をいただいているところかと

思います。 

 ６ページ目の「概ね満足である」というところも、評価していただいているなと感じました。 

 ６ページ目の「どちらともいえない」というところで、私たち、これからまた考えていかな

ければいけないのかなというところかと思います。 

 感想、または改善点など、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 「どちらともいえない」というところを読ませていただいて感じたことなんですけれども、
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例えば「支援なのに有料なんだと思う」とか、「子供たちに自由にやらせ過ぎている」とか、「ど

ういう意図なのか分からない」ということは、これは説明不足ということだと思います。 

 いただいた意見提案シートのところにもあったんですけれども、「ここに来て意見を聞いて

理解ができた、分かった」ということが書いてあるんですが、これがすごく大事だなと。保護

者への説明というのがすごく大事だなというふうに思います。 

 例えば、「支援なのに有料、国や市の助成があればいいのに」ということで、御理解いただけ

ていない部分があるのかなというふうに思います。 

 それから、「自由にやらせる」と。確かに外見は自由かもしれないけれども、経験の再構成を

させる、この活動はこういう意味があるんだということをきちんと保護者に説明する、何がど

ういう意図なのか、訓練なのかということを理解していただくということがすごく大事なのか

なと。ただ見ていると、遊ばせている、自由にさせているというようなことがあるように思う

んですけれども、きちんと説明をしていくということがすごく大事だと思います。 

 実際、私が校長をしていたとき、もう随分昔の話ですけれども、私は二小で校長をしていま

した。固定の身障学級、通級の難聴、言語など、たくさんの特別支援の学級があったんですけ

れども、最初の頃は教員でさえ、通級へ行って、子供が自由に遊んでいると言うんですよ。違

う、これはこういう意味があってやっているんだということをきちんと説明をしないと、担任

の先生がまた好き勝手なことをやらせているというようなことを感じていた人も昔はいました。

ですので、保護者の方にもきちんと説明していくところって大事なのかなと思うんですけれど

も、きらりのほうでは保護者会の中だけじゃなくて、それぞれの場面でちょっと説明したりと

いうようなこともあるんでしょうか。 

◎センター長 外来訓練は親御さんが同席されていることのほうが多いですので、終わった後

ですとか前ですとかに意図は説明しているつもりではあるんですけれども、十分伝わっていな

いことがあるなということをこのアンケートで感じております。 

 また、自由にやっているというは、例えば作業療法士の訓練ですと複数の方が器具の置いて

ある広い部屋で訓練することがあるんですけれども、御自身のお子さん以外のお子さんの支援

の意図というのを深く説明するというのはなかなか難しい。ただ、何か不思議だなとか、これ

はよくないのかなと思っているようなことをそのままにしておくのはよくないことですので、

お伝えできる範囲でしっかり説明すれば分かっていただけることもあるのではないかと思いま

すので、そこは専門職と共有して対応していきたいと思います。 

◎会長 実際に見学して、ＵＮＯをやって帰ってくるだけですかというようなことがあるんで

すけれども、その中でいろんな関わりがあってですねという話をすると、そういう意味でやっ

ているんですねということを御理解いただけると。ただガラス越しに見ていると、トランプを

やったりＵＮＯをやったり、それで終わりですかみたいなことがあるので、やっぱり説明とい

うのは大事だなと思います。ありがとうございました。 

 それでは、７ページ、８ページのところに目を通していただければと思います。 



－９－ 

◎委員 先日は、お忙しい中見学させていただきありがとうございました。うちの子たちも、

本当にお世話になっております。私も、お母様方からきらりに行かれたときのお話は日頃お伺

いしているんですけれども、一人一人をよく見ていただいていて感謝しているんですが、「不満

である」の中のこの文言はすごいなと思ったんですけれども、保育園も一緒なんですが、今お

っしゃったように意思の疎通がなかなかできにくい方もきっといらっしゃるのかなと。本当に

分かっていただけるように話をするというのがかなり難しくて、先生方もフォローはなさって

いるのかなと思うんですけど、私どもがお伺いしているときはよく見ていただいて感謝の言葉

しか聞かないんですが、「不満である」のところがすごいなと思いました。 

◎会長 ありがとうございました。感想等いただければと思いますので。 

 「どちらともいえない」というところでもあったんですけれども、変更があった場合の伝達

というか調整というのがお互い難しいのかなと感じるところはありました。 

 それから、「不満である」のところで、「断られた」というので、やっぱり説明が難しいのか

な、理解していただくようにお話しするのが大事なのかなと感じたんですけれども、その辺は

いかがでしょうか。 

◎センター職員 まさに説明不足だなという一言に尽きるんですけれども、今回御相談のほう

をいただきまして、その時点で私どものほうで言える範囲でお伝えさせていただいているんで

すが、保護者の方がこのように感じられたことは事実ですので、私たちのほうでも、説明した

つもりとか、どうしても専門用語が出てきてしまったり、長く就いているとそうなりがちにな

りますので、説明をしつつも、保護者の方がどこまで一緒に理解についてきているかなとか、

説明をし終わった後にそれとは別の御質問とか疑問がないかとか、そこまで含めて引き続き丁

寧な説明を心がけていきたいと思います。 

◎会長 よろしくお願いいたします。 

 ８ページ目の１３番のところなんですけれども、「毎月現金支払いは面倒なので」ということ

なんですが、いろいろな費用の支払いというのはどんな形でされているのでしょうか。 

◎センター長 外来訓練に関しましては現金の支払いとなっております。 

◎会長 その都度ということですか。 

◎センター長 翌月分をお支払いいただく形にしております。中には年間でお支払いになる方

もいらっしゃるんですが、現在利用されている方が欠席された場合は返金をしておりますので、

年間でまとめて払う方のほうがもちろん少なく、私たちとしても翌月分をお支払いくださいと

いうところになっております。なかなか現金を使っていない、あまり現金をお持ちになってい

ない、キャッシュレス決済を中心に生活されている方も多いと思いますので、御面倒なんだろ

うなというのは私たちも感じている部分ではあります。何かいい方法はないかなと思うんです

けれども、なかなか具体的な導入の計画等は今のところは立っておりません。 

 放課後等デイサービスですとか通園は、口座振替で引き落としをさせていただいているとい

うところです。 
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◎会長 この方は多分、ほかと同じようにしてもらえませんかということなんでしょうかね。 

◎センター長 できれば現金は扱わないで、この方の場合は１年間分お支払いをして後に返金

という案を出してくださったんですが、以前より現金払いで1年間分お支払いになるというこ

とも可としていますので、そのことはお伝えできてもよかったのかなと思うんですが、ただ会

計的にはあまり先々の分でというのが多くなってくると、もう少しきちんとした取決めをしな

いといけないかもしれないと思っております。 

◎会長 お返しすることを考えたりすると、またそこで事務的なことが煩雑になってしまうと

いうことがあるわけですね。 

◎センター長 はい。 

◎会長 分かりました。ここでこうしてくださいというわけにもいかないんだけど、こんな意

見があるんですねというところでお考えください。 

 では、９ページのところはいかがでしょうか。 

◎委員 「担当者によって対応がまちまち」という表現があるんですけど、人間同士なので相

性みたいのもあって、担当者の先生と相性が悪かった場合に、この事業所さんはちゃんとして

くれないというところになってしまうのがもったいないなとも思うんですが、さっきから言う

コミュニケーション不足でこういう不満になってしまっているようなので、きっと先生側とし

ては言っているつもり、でも保護者は聞いていない、聞き方も分からないみたいなところでこ

ういう結果になってしまうのかなと。なので、担当の先生だけじゃない方とお話をする機会と

いうのがあるといいのかなと思ったんですね。 

 例えば、帰ります、そのときに事務所にいらっしゃる先生方が出てきてくれて、「今日はどう

でしたか」とか、「訓練で思うところはありますか」とかって聞いてくださると、本人には言い

にくいけどその方には言いやすいということもあるかなと思うので、何人かの方が関わるよう

にしてくださるとこういう不満というのがちょっとずつ減っていくのかなと感じました。 

◎委員 子どものいるところでは話しにくいという意見も何個かあったので、私も実際にそれ

はあったので、あえてそういう機会、相談の時間を設けてくださいというのも保護者からは言

いにくかったり、何となく言わずに過ぎてしまったりするので、定期的に相談の日というのが

あってもいいのかもしれないし、さきほどのように別の方が出てきて相談があれば別に取りま

すみたいな話の流れでなっていくこともあるのかなと。なので、何人かの方が関わっていくの

は大事なのかなと思います。 

◎会長 そういうことも一つお考えいただければと思います。 

 本当にコミュニケーションというのは難しいなと感じることが多々ありますので、私もある

ところで、息子はとっても駄目だと。でも、話を聞いていると、２時間ぐらいお子さんのこと

でいろいろ話をして、ではそういう形でやっていきましょうと言って、玄関まで行って失礼し

ますと言って、保護者の方が振り向いたら担当者がいなかったと。失礼しますと、歩いて、ち

ょっと振り向いたらもうそこにいなかったと。たった１０秒、１５秒で２時間がパーになって
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いるんですね。あそこは冷たいというような。玄関を出るまで見送っていればどうということ

はなかったんだろうけれども、玄関を出る前にもういなかったというたったそれだけというの

で、コミュニケーションって難しいなとすごく思ったんですけれども、そういう小さな積み重

ねというのが大事なのかなと思いました。 

 それから、「療育手帳がもらえない子供にとってはそれが思うように進められないことを行

政はどう考えるのか」というようなところなんですけれども、療育手帳って愛の手帳のことか

な。 

◎センター長 こちらは、きらりの事業もそうだと思うんですけれども、訓練の場ですとか、

そういうものが手帳と連動しているような場合は、行政としてはそういう方の機会はどうかと

いうことをこの機会に書いてくださったんだと思うんです。 

 実際、療育手帳、愛の手帳のことだとは思うんですが、愛の手帳ですと知的な数値を基準に

されることが多くて、そのことで取得しようと思っても至らないお子さんですとか、精神保健

福祉手帳が該当するとしても、小さいときに診断ですとか、そういうところでなかなか取得に

至らない方もいらっしゃいますし、そういう方の療育の場をどうしたらいいのかというところ

だとは思います。 

 ただ、児童発達支援ですとか放課後等デイサービスは、基本的には受給者証の申請と支給に

必ず手帳が必要というわけではないとは思いますが、もしかしたら事業所さんによっては参考

にされているところもあるかと思います。もしかしたら受給者証と勘違いされている可能性も

あるかもしれないんですが、もしこういうことで相談したいと思われていたら私たちも相談に

乗れますので、少し制度のところですとか、どこで支援できるのかというのは丁寧に見ていき

たいと思います。 

◎会長 これもコミュニケーションに関わるところなので、よろしくお願いいたします。 

 今、言葉のところで、例えば療育手帳、愛の手帳、私たちは分かっているつもりでも、保護

者の方には、先ほどの話の中で専門用語というんですか、一致していないような場合もあるか

と思うので、その辺は気配りをしながらお願いします。 

 あと、内容のところにもあったんですけれども、送迎に関してのことなんですが、無料でや

ってほしいということなんですかね。それとも有料でもいいから送迎をやってほしいというこ

となのか、その辺は分かりますか。 

◎センター長 今、療育と言われる分野だと、児童発達支援が多いと思います。きらりの外来

訓練は市独自事業という形で行っていますので、サービスの種類が違うんですけれども、児童

発達支援もかなり送迎をされる事業所さんが増えてきたというのも親御さんの情報としてある

のではないかなと思います。あとは、働く親御さんも増えてきているというところで、送迎が

あれば使いやすいというところだと思います。 

 特にどんな形でだったら成り立つのかというのを想定されて書いていただいているかどうか

は分からないんですけれども、確かに送迎サービスがある児童発達支援があると感じていらっ
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しゃる。 

◎会長 ここで、じゃ、こうしましょうというわけにもいかないとは思うんですけどね。 

◎センター長 そうですね。送迎サービスというもの自体が大変大きな事業といいますか、今

児童発達支援のほうでは行っておりますけれども、送迎サービスにかける人的、経済的なもの

ってかなり大きいですので、それを外来訓練でというのは、同じ形でやるとしたらなかなか想

定しにくいと。 

 あとは、親御さんとのコミュニケーションが課題であるという御意見もいただいているんで

すけれども、私たちとしても支援の意味ですとか、お子さんの発達のこと、あと先々のことを

どう考えていったらいいのかということを親御さんと話すというのを重視している部分もあり

まして、そう考えると、送迎というとお話する機会をまた別に設けることになりまして、難し

い、訓練中の様子を直接説明したり。いろんな意味で検討するというのもなかなか難しいのか

なとは思っております。 

◎会長 ここでいろいろ質問していると、実情がだんだん分かってくるなという気がします。 

 それでは、親子通園事業アンケート、１０ページ、１１ページなんですけれども、いかがで

しょうか。 

 「大変満足である」、「概ね満足である」ということで高い評価をいただいているんですけれ

ども、私は気になりました。もしかしたら「大変不満である」になるのかもしれないなと。今

年度、親子通園は、少ないときで１９人、多いときで３３人で、アンケートに答えている方が

３人です。令和３年は大体３０人ぐらいがおいでになっていて、そのうちの１３人の方がアン

ケートに答えていらっしゃったということで、評価としては概ねよい、大変よいというところ

だったんですけれども、３人というのはいかがなものかと。 

 先ほども言いましたが、３人の方が「大変不満である」というところだったらば、親子通園

はかなり低い評価になってしまうということで、私としては保護者のアンケートに対する意識

というのはどうなのかな、またはアンケート記入の依頼の方法などは実際どういうふうにして

いるのかなということ。回収率として毎年低下しているので、今までどおりはまずいのかなと

いうふうに思います。その点、いかがでしょうか。 

◎センター長 私たちも、親子通園事業の回答の人数が減っているのは気になるところです。

年々減っている理由とはならないとは思うんですが、外来訓練事業はお子さんが訓練をしてい

る間にアンケートのお知らせをお手元に持った状態でその場で記入されるですとか、訓練中に

回答されるということもしやすいのかもしれないと思っております。ただ、親子通園事業は親

子で参加していますので、アンケートを持ち帰ってからでしかできないという状況なので、も

しかしたらお持ち帰りになった後忘れてしまうこともあるのかなというふうに思います。ただ、

ずっと同じ形態でお取りしていますので、年々減っている理由とはならないなと思います。 

 外来訓練も、頻度は様々なんですが、かなり多くの方が月３回から２回なので、アンケート

がお手元に来てから回答するまでに、そういえばアンケートがあったなということを思い出す
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ような機会が比較的多いのかもしれないですが、親子通園事業は月２回か１回なので、もしか

したらアンケートがお手元に行った後締切りまでの間に思い出す機会がないのかなというとこ

ろです。 

 なかなか例年減ってきている理由というのは難しんですけれども、対策としてはもう少し早

くアンケートを配り始めるとか、よろしくお願いしますという張り紙ですとか、周知の仕方も

再度するというのがしやすいのかなと。 

◎委員 聞いてもいいですか。アンケートと意見は紙ベースなんですか。 

◎センター長 はい。前回の運営協議会のときにお目を通しいただいて、このような形で、紙

で提出もできますし、ＱＲコードから回答もできるという形になっております。 

◎委員 紙は全員に配付されているんですよね。 

◎センター長 はい。 

◎会長 紙でやるのと、アプリの活用であると。１２ページから１３ページを御覧になってい

ただければ分かるんですけれども、令和２年から令和６年まで、どのアンケートも確実に少な

くなっているんですね。 

◎委員 紙ベースだったものがアプリ、電子機器ベースに学校のアンケートなんかでも代わり

つつあるんですけれども、私自身は紙ベースのときは１００％出していたんですが、電子機器

になったら出さなくなってしまっている。だから、それも関係あるのかなと思ったんですけれ

ども、今お話を伺ったら紙も渡しているというので、そこではないのかなと思ったんですが、

何か理由があるのかなと思います。 

◎会長 出すほうは１つだけ、受け取る保護者の皆さんは幾つもあるからもういいかなという

のもあるんでしょうかね。どんなもんでしょうかね。 

◎センター長 親子通園事業は、きらりでアンケートを受け取ることが初めての方がほとんど

ですので、あまり多いというのはほかの事業も何か使われていたら、例えば児童発達支援を親

子通園の場合は別に利用されている方もいらっしゃるので、そういう事業はアンケートが必須

ですのでやり慣れている方もいらっしゃるかと思いますが、親子通園の年齢等を考えるとあま

りそれは考えられない。 

 ただ、少し話がそれますけれども、第三者評価等は、それと別にガイドラインに基づく自己

評価というものもありまして、それが必須なものですから、例えば放課後等デイサービスを２

か所、３か所使われている方がどこからもアンケートが、第三者評価もやっているとさらにと

いうことで、相当アンケートが多いのではないかと想定していますが、年にはよるんですけれ

ども、全体的にはじわじわとアンケートの回答率は下がってきている印象があります。ただ、

親子通園に関しては定期的に通うのは初めての方がいらっしゃるので、ぜひ御意見をお伺いし

たいと思いますので、また、どのような方法ですとか、冒頭のお知らせの仕方ですとか、もし

かしたら講演会のチラシなんかと同じものかなと思われたかもしれませんので、これは御回答

いただくと大変ありがたいものですよというのが分かるように少し趣を変えてお知らせできれ
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ばなと思っております。 

◎会長 外来訓練もそうですし親子通園もそうなんですけれども、利用者アンケートの回収率

がよくなるような工夫をお願いします。お願いばっかりなんですけれども、どういうものが一

番皆さんとしては出しやすいんでしょうね。こんなのだったらいいわよというようなものはあ

りますか。 

 ただ、そういうことをする方はいらっしゃらないと思っているんですけれども、何か意図を

持って少数の方が１つのところにとなったりすると正しい評価ができなくなってしまうんじゃ

ないのかなという気がするので、多くの方に提出していただけるとありがたいなと思います。 

 第三者評価も、こういうアンケートを見て評価するわけですから、回収率が高くなることが

いいのかなと思います。 

 それでは、１２ページ、１３ページは今までのアンケートの回収率等が出ていますので、こ

れは話が出ていますのでお分かりになったと思いますので、最後の１４ページ、総括の文章に

ついてお目通しをお願いできればと思います。この総括の文章は、ここでの私たちの考え、活

動してきたことを含めてですので、お目通しいただければと思います。 

 それでは、段落ごとというか、塊ごとで見ていきたいと思います。 

 「平成２５年１０月の開所以来」というところから「１年間の総括としてまとめるものです」

というところまででは、特に問題はなくというか、これでよろしいのかと思います。 

 「提供しているサービス内容の評価について」というところから「概ね高く評価することが

できます」というところでは、アンケートの結果等を踏まえてかなり高い評価をいただいてい

るということはそのとおりかなと感じます。 

 次のところ、「法外事業である外来訓練」から「わかりやすくご案内している内容であると言

えます」というところではいかがでしょうか。「自由意見でも親御さん」というところがあるん

ですけれども、ここは「保護者」に変えていただければなと思うんですが、いかがでしょうか。

よろしいでしょうか。 

 それから、「施設・設備の維持管理については」というところから「計画的な維持管理が継続

して必要です」というところはいかがでしょうか。ここのところ、施設の見学に行かれた委員

の皆さんもお感じになったと思いますが、経年劣化でいろいろ大変なところがあるなと思うん

ですけれども、予算を確実に確保しながらお願いしたいなと。そういう意味では、行政との関

係をしっかり持っていくことが大事なんだろうなと思いました。 

 最後、「以上の状況を踏まえ」、「支援を行う必要があると考えます」というところ、これはこ

れまでのまとめと、それから今後のところを示しているというところだと思うんですけれども。 

 前のところに戻ってよろしいでしょうか。法外事業云々のところの３行目、「感謝していると

いった文言が多く届いています」というのは、確かにそうなっていると思いました。 

 また、今まで話をしていた中で、訓練の内容等についての保護者への説明が十分でない面も

あったことも明確になりましたというようなことが書いてあるといいのかなと思いました。訓
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練の内容等についての保護者への説明が十分でなかったというところ、コミュニケーションを

取っていくというところが大事なんだろうなという話が出ていたのかなと思いましたので。 

 最後のところなんですけれども、そういうことを踏まえて考えると、以上の状況を踏まえ、

令和６年度のきらりの提供するサービスの総合的な評価は高い水準にあると判断します。今ま

で以上に子供たちのために行政、関係諸機関、保護者が連携を深め、支援の充実・向上を図っ

ていくということが大事だと思います。支援を行う必要があると考えます。ここで話をしてい

ると、行政と幼稚園等を含め関係諸機関ここもそうですけれども、関係諸機関、それから保護

者との連携というのが必要なんだろうなと、より重要になってくるんだろうなというふうに思

いました。なので、ここのところは決意表明も含め、連携を図って充実・向上を図ってまいり

ますとしていただけるといいかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

 今まで以上に子供たちのために連携を深めていければいいなと思います。と言って私がまと

めちゃうのはなんなんで。これで一応終わりということで、内容的にはこれで承認していただ

いてよろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは、次第４のその他なんですけれども、何か御意見等、協議されたい内容はあります

か。 

◎委員 最後の参考資料の説明はありますか。 

◎会長 特に、今までのものなので説明は省略します。 

 それでは最後に、委員から一言ずつ、１分程度でお願いします。 

◎委員 参考資料の講演会・研修会開催実績なんですけど、今週の土曜日、うちの学校公開で、

きらりの心理士の方も参加されて、お話ししてくださることになっているので、それもぜひア

ピールしたほうがいいなと思っています。 

 最後、各機関が連携と言っていたんですけれども、事務局側に求めたいことが、福祉保健部

と子ども家庭部と学校教育部の３つにまたがっていると思うんですが、その辺のところが、接

続の部分で困っていらっしゃる方がいるので、うちも学校としてできることとしてそういった

講演をしてもらおうかなと思うんですが、もうちょっと連携を取っていただければなと思いま

す。 

 このアンケートはすごくいい評価だなというのを、もうちょっと気持ちよくなっておいたほ

うがいいなと思います。ここを直してということがほとんどなくて高い評価がされているなと

いうことを第三者としてちゃんと把握しておかなきゃいけないし、公募の皆さんとか傍聴の皆

さんもすごくいいところですよというのを外に広めていただくというのはすごく大事なことだ

なというふうに思います。そういった今できているところを肯定的に取っていただけたらなと

思いました。 

 土曜日の学校公開は誰でも参加可能なので、ぜひ皆さん、声をかけていただいて、１１時１

５分から１２時までが講演の時間になっているので、本町小学校ですので、ぜひお声がけいた
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だければと思います。 

◎会長 ありがとうございます。 

 次、お願いします。 

◎委員 今日のアンケートを通して、見ていてあちこち思うところがありまして、感謝してい

る声があるという一方で、もっと利便性をというような、利便性という言葉が、頻度とかを上

げてほしいというようなことがあちこちにある。 

 私はこども家庭センターで仕事をしているので、ファミリーサポートセンターのボランティ

アで参加している方ですとか、産後ケア事業で各家庭に関わっている保健師さんとか支援者の

方とお話をするんですけど、最近よく聞くのが、保護者の方の意識がだんだん変わってきてい

て、サービスをより受けたい、サービスを利用するということについての意識が高くなってき

ている。あと、仕事をしている方が増えてきていて、利便性を特に求める方が多くなっている

というのを最近よく聞きます。 

 今日のアンケートを見ていて、支援事業をやっている仲間としてすごく感じたのが、社会的

な変化とか、親御さんが変わってきているというところをつかんでいかなきゃいけない時期に

あるなと。コミュニケーションの取り方とかも、アンケートの回答が減っているのは面倒だと

いうこともあるのかなと思っていて、そうすると、では対面で会ったときにコミュニケーショ

ンをより取らなければいけないのか、親御さんの在り方の変わりようをつかんでいかなきゃい

けないという。あとは、親御さんが変わってきているということはお子さんとの関わりも変わ

ってきている可能性があるので、そこに対する関わり方もつかんでいかなければいけないんだ

ろうなということを、アンケートを通して強く感じました。 

 もう一つ、アンケートの中で、外来訓練についての意見がすごく多くて、実施場所をもっと

近くでとか、頻度を高くしてほしいとか、いろんな意見があったんですけれども、今そういっ

たことは考えとしてあるんでしょうか。何かを拡充するとか、枠を増やすとか、対象者を広げ

るとか。 

◎センター長 外来訓練は、今のきらりの組立ての中で受け入れられる人数というところは、

かなりぎりぎりのところで、お部屋の数ですとか、職員の数ですとか、そういうものの組合せ

がかなりぎりぎりのところで、今の頻度を維持しながら行うとしたら人数をさらに増やすこと

は大変難しい。今年度は最大ぐらいの人数だと思っています。 

 公設としてどういう発達支援を母子保健からつながった形で行うのかというのを大きく整理

するとしたら、もっと頻度を下げるですとか、いらしていただく方の人数を増やすですとか、

相談という形を中心に持ってくるとか、やり方は他の自治体等でもあるとは思います。ただ、

しっかりと訓練をするというものを小金井市としては打ち出したと思っておりますので、外来

訓練の頻度を含めるとかなり公立でやっている中では、私たちが理解している中では多いほう

に含まれると思います。なので、どう整理していくのかというのはかなり大きな問題で、今の

やり方ですと、かなり精いっぱいのところで行っているという状況ではあります。 
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◎委員 こども家庭センターのほうでは、こども家庭庁から今５歳児健診をやりましょうとい

うような課題が出ておりまして、数年以内にはやることになると思っています。そうしたとき

に、５歳児健診で発達課題があるとその時点で分かった場合に、小学校入学に向けてどう対応

していくのかということがセットで出てきますので、そこは今のきらりさんだけじゃなくて、

福祉保健部と子ども家庭部と教育委員会で準備をしていかなければならないなと思っています。 

◎会長 その辺は非常に難しいところだと思うんですね。今の計画はいつまで？ 

◎センター長 来年度までです。 

◎会長 ということで、また入札という形になっているわけですよね。そうすると、こういう

考え方でやりますという事業者が出てきて、そこに代わる可能性もあると。うちはもっと安く

やりますというところも出てくるかもしれないし、いろんなところがあろうかと思うんですけ

れども、今までいろいろ積み重ねてきてくださったよいところをそのまま継続していただけれ

ばいいかなと。いろんなことがあるので、またこれにつきましては来年を含め考えていかなき

ゃいけないところなのかなというふうに思います。 

 あと、市のほうでどういう形で出すか。こういう形でやってほしいんですよというのを出す

のは市ですから、それを受ける側が私たちはこういうふうにできますよということで応募して

いくわけですから、市のほうもどういうふうに考えているのかということを教育委員会も含め

て考えていかなければいけないのかなと思っています。教育委員会、学務と保健、幼稚園と保

育園はまた違いますから、その辺のところとこども家庭センターなどの組織とが横でつながっ

ていっていただけるとありがたいなというふうに思います。 

 それでは、一言。今順番にやっているので、感想等を含めてお願いします。 

◎委員 ４回ほど会議に出させていただきまして、活動のことをいろいろ教えていただいてあ

りがとうございました。保育園にお子さんが行っていらっしゃるということで、一緒に状況を

踏まえてよりよい環境をつくっていくために今後とも協力していっていただけたらいいなと思

います。 

 なかなか私のほうも、伺うのも時間がかかっちゃったり、来ていただくのもなかなかできな

くて、来ていただくには費用が保護者の負担になるとお母様方に聞いたんですけど、そうなっ

ていらっしゃるんですかね。なので、来ていただくというのは私からはお願いできなくて、担

任はできればこちらから様子を見に行きたいという声もあるんですけど、人もいなくてなかな

か出てもらえなくて申し訳ないんですが、ただその辺も出ていただくといいのかなというふう

に思っています。 

 きらりさんのほうも今目いっぱいということで、民間の施設に行っているお子さんもいらっ

しゃると。そっちは送迎があって、保育中にお迎えに来て、またいらして、お昼を食べたりと

いう形なんですけれども、まだまだすごくニーズがこれからも増えるんじゃないかなと私も思

っているので、公設がやっぱり私は安心かなという気がするので、事業が拡大されていっても

っと多くの方が相談に行けたらいいのかなというふうには思っています。 
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 私も、園長会のほうの代表なんですけど、なかなか皆さんに、どこを関連していいのかなと

いうのは迷っていまして、もし逆に民間の保育園の園長たちにこういうところを協力してほし

いとか、こういうことをやってほしいんだということがあれば教えていただけるととてもあり

がたいです。本当にいつもありがとうございます。 

◎センター長 私どもが園のほうに伺ってというのは、「きらきらサポート」という巡回事業以

外はなかなか難しいので、有料だから行くというものはないんですが、もしかしたら保育所等

訪問支援が、そのお子さんに対して給付される事業で、保護者の方の負担も場合によっては生

じる、基本１割負担で、もしかしたらそのことと勘違いされていることもあるかもしれません。

ですが、それはそれで単発で様子を見に行くというものではなく、かなり保護者の方にも協力

していただいてしっかり取り組むような事業になります。 

 私たちが園の先生とやり取りさせていただくとしたらお電話が中心になるんですが、あとは

先生に来ていただくということもありますが、そこは親御さんに同意をいただきましたら園の

先生方と担当がやり取りさせていただいていますので、親御さんを介してまず希望があります

ということがお互い確認できればお電話を差し上げていますので、ぜひそうさせていただけれ

ばと思います。 

 あとは、園長先生方に代表でいらしていただいて大変ありがたいと思っています。私たちも、

先生方のお話を聞く機会は、巡回で伺ったときですとか、個別にお子さんのフォローをさせて

いただいたときが中心になるんですけれども、相談したいなと思った方がきらりに相談できる

ように後押ししていただくといったことや「きらきらサポート」の御案内のときに、巡回事業

は希望されないという園さんもいらっしゃると思うんですが、御案内の中にきらりとの連携と

いうか、紙を１枚入れさせていただいています。なかなか発達のことで相談したほうがいいで

すよとストレートに第一声で言うのは難しいことが多いと思うんですけれども、こういう御様

子があるから、例えば動きが多くて言うことを聞いてくれない、手を振り払っちゃうとか、そ

ういう子を、発達が心配という切り口というよりは、生活の中で困っている事実のところを相

談できるところのようだよということで送り出していただく。実際に今困っていることの話を

するんだと思ったほうが少し足が向きやすいかなと思いますので、ぜひ送り出していただけれ

ばと。私たちも、お電話をいただいたら御様子を聞いて、まずお会いすることが多いですので、

場合によっては親御さんがお話を聞いて御希望されないということもあるんですが、多くの方

がお電話をいただいたら大体相談にいらしていますので、ぜひきらりというところがあるよと

いうのを教えていただけたらと思います。お願いします。 

◎会長 では、お願いします。 

◎委員 １年間どうもありがとうございました。私自身は、発達の支援だったり福祉のことだ

ったりというのはほとんど無知の状態でこの議会に飛び込んできたんですけれども、きらりの

先生方の思いですとか、運営協議会の委員の方々の思いを聞くことができただけでも本当に勉

強になったなと思いました。 
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 特に外来訓練事業だったり、児童発達支援事業だったりというスライドを使った説明があっ

たんですけれども、すごく分かりやすかったです。私の子供も通園に通っているんですけれど

も、スライドを見て、こういうこともそういえばみたいなこともありましたし、いろんな気づ

きがありました。なので、引き続き来年度もよろしくお願いします。 

 補足なんですけれども、親子事業のアンケートなんですが、きらりの先生方にはもしかした

らすごく手間になってしまうと思うんですけれども、親子通園のプログラムが終わって、１０

分だけ子供を見ているのでその間にアンケートを書いていただけませんかって、そういう感じ

にすればもしかしたら１００％回収できるのかなと思ったりもしました。私も記憶が定かじゃ

ないんですけど、目をこすりながら家でアンケートを書いた記憶がよみがえってきたものです

から、すみません、参考までに。引き続きよろしくお願いします。いつもありがとうございま

す。 

◎会長 ありがとうございました。 

 委員、お願いします。 

◎委員 １年間ありがとうございました。私は、親子通園のときから昨年度まで長年お世話に

なりまして、運営がこういう形で行われているというのは本当に勉強になりました。 

 私もアンケートのところなんですけれども、定期的な面談がありますよね。ああいうときに、

ちょっと時間を設けて、聞き取りといった形でされるということはいかがでしょうか。 

◎センター長 放課後等デイサービスや児童発達支援のほうは、定期的な面談が支援結果のほ

うの関係で必ずやるというふうになっていますので、その間でアンケートをするのもいいかも

しれないなと。私たち支援者側と親御さんとの話題の連続性みたいなことを考えると、お子さ

んの成長だったりのお話をしているところで、事業のアンケートというのがもしかしたら少し

そぐわないところもあるかもしれないというのと、お子さんの人数がかなり多いというのもあ

って、ぴったりの予定で組んでいるものですから、ゆっくり考えていただく時間を取るのが難

しいかもしれないとは思うんですね。 

 外来訓練も、時間をアンケートに使ってしまうのはできないと思うので、何かいい方法でア

ンケートに回答していただける方が増えるといいなと思っています。でも、意見としては、あ

りがとうございます。 

◎会長 委員、お願いします。 

◎委員 まずは１年間ありがとうございました。こういう会議に出席しなければ分からないこ

とがたくさんあったので、もっと利用している保護者の方とかも分かると、こんなに大変な苦

労があったりだとか、協議してちゃんと考えてくださっているというのが見えてくるのかなと。 

 アンケートも同じなんですけれども、単に興味というか、時間というか、本当にタイトな時

間で皆さん過ごしていると思うので、その時間が単純に足りないのかなと。これが何に直結す

るのか想像できないというところもあると思うので、このアンケートがきらりさんの運営に直

結していいことがあるんだよというのがもうちょっと分かれば親御さんもする気になれるのか
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なとも思いました。ありがとうございました。 

◎会長 では、最後、委員お願いします。 

◎委員 １年間どうもありがとうございました。きらりは、うちの息子はもう通うのをやめて

しまったんですけれども、この委員会でいろいろと新たにきらりに関して考える機会を持てた

ことをすごくありがたいなと思っています。 

 アンケートの不満の声なんかだと、結構語気が強いなというのがあるんですけど、この強さ

というのはきっと不安の裏返しというか、どうしたらいいんだというところがこの強さになっ

ているんだとは思うので、きらりとつながっているということで、さっきから言っているコミ

ュニケーションを密にすることでその不安を取り除けるようにやっていくと、不満の声がだん

だん概ね満足というほうに変わっていくといいなと思っています。 

 前回「きらきらレポート」をいろんなところで公開したらいいんじゃないかみたいなことを

言ったんですけれども、ホームページにとさっきお話があって、それが通ったらすごくいいな

と。もし全体が難しければ、きらりに関わったけれども今はやめていて情報が入らないみたい

な人にメール会員登録みたいな感じで、情報が欲しければやめた後もメールで情報を送るよ、

欲しいですか、要らないですかと。要らなければいいんですけど、欲しいという人は何かメー

ルみたいなものがあって、「きらきらレポート」が発行されました、興味があったら取りに来て

くださいとか、もし添付資料でつけることが可能であれば添付でつけますとか、そういうメー

ル会員みたいな感じでくくって情報を欲しい人にあげるというのも一つあるのかなと思いまし

た。また来年度もよろしくお願いします。ありがとうございます。 

◎会長 ということで、何か御感想はございますか。 

◎委員 最後、今の委員の意見を聞いてちょっと言いたくなっちゃったんで、いいですか。こ

のアンケートって、保護者にフィードバックするんですか。こういう意見が出ましたとバック

しますか。 

◎センター長 保護者の方に個別にこれをお渡しするということはしていないんですが、運営

協議会の資料としてホームページに載せるというところで、御興味のある方に御覧いただいて

いる感じです。 

◎委員 これは全部バックしたほうがいいというふうにさっき言ったんですけど、こんなにい

いことを言われているよというのは伝わったほうがいいし、こういうものをこう受け止めてい

ますと言わないと、保護者は何のためにこれをやっているんだとなるので、せっかく応えてい

るものがあるのにそれが伝わっていない。ですので、応えていますというのをやって、うちの

学校は悪い意見も全部公開するんです、こういうふうに思っている人がいてそれにどう対応し

ていますというのを、一方的に言われっ放しになるのもあれなので、ちょっと手間ではあると

思うんですけれども、これについてやっていることも多いと思うので、それを伝えていくこと、

さっき委員がお話ししていた回答率を上げるというのはそういうことだよなと。手を変え品を

変えるんじゃなくて、それが一番本筋かなと思うので。 
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 あと、小学校との連携みたいなことも書いてあるから、試しに小学校で心理士がしゃべって

きましたみたいな、そこから気づいたことを書けるなということがあるので、ぜひそういった

使い方をしてもらえるのがいいかなという気がしました。 

◎会長 私たちも、子どもたちによりよい支援ができるようにやっているわけですから、一つ

として取り入れていただければなと思います。 

 若干時間があるので、協議会のメンバーですので一言お願いします。 

◎センター長 皆さん、お忙しい中、運営協議会にご出席いただき、改めまして本当にありが

とうございます。きらりも、私どものほうで運営させていただいて、毎年毎年いろいろな課題

があるなと職員間で感じながら運営しています。なかなか簡単に解決できないことが多いんで

すが、ただお子さんと職員が関わっていく中では非常に手応えも感じていますし、何よりもお

子さんたちがかわいらしく、親御さんもすごく悩みの多い時期で、不安が多い時期で、なかな

か私たちがコミュニケーションを十分取れていないところもあるなというのは、ここに書かれ

ている以外にも日々感じているところもあります。その辺りも、私たち職員が、いろいろな職

種がいるというよさもありますので、先ほど御提案いただいたように、窓口のほうで相談、支

援をやっている職員が声をかけるですとか、例えば作業療法士の訓練を受けているお子さんは

心理士が相談に入るとか、実際はかなりやってはいるんですけれども、そういう発想が、職員

のほうももう一歩踏み込んでそれを進めたりというのもあるかと思いますので、今ある資源も

もっと活用していただけるものがあるかなと思いますので、コミュニケーションの力でそこら

辺をやっていければと思っています。ありがとうございます。 

◎会長 最後、事務局、いろいろお手数をかけて、大変ですよね。 

◎事務局 事務局といたしましては、この協議会で非常に前向きで参考になる意見をいただい

ていまして、きらりの運営を行政としても参考にさせていただいて、有意義な会議だったと思

っております。ありがとうございました。 

 最後に、報告書のほうなんですけれども、３月までの実績の部分は数字というところなので

こちらにお任せいただいて、総括の部分、いろいろと御意見をいただいて、会長からもまとめ

をいただいたところでございますので、修正したものをメールでまた一旦流させていただいて、

最終的な御承認をいただいた上でホームページに載せようと思っておりますので、また御協力

をお願いいたします。 

◎会長 ありがとうございました。 

 若干時間が早いんですけれども、以上で終わらせていただきたいと思います。今年度はあり

がとうございました。来年度もありますので、またよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいました。 

（午前１１時４４分閉会） 

 


